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る VF 群、呼吸停止により心停止導入する Asphyxia 群に分配した。Sham 群で






心停止条件を、それぞれ VF 群と Asphyxia 群に反映させた。 
実験１では各群に 5 匹ずつのラットを分配し、心停止群では心停止後 60 分間
の温虚血時間の後、各群の肺の Flush を肺全体への均等性、および 20ml の
Flush にかかる時間で評価した。 






実験１では Asphyxia 群、VF 群、Sham 群の順で、より不均一で長時間の
Flush が観察され、心停止条件の違いにより、肺障害の程度が異なることが示
された。 
実験 2 では体外肺灌流装置での肺の生理機能評価で、Asphyxia 群はガス交換
能、気道コンプライアンス、肺水腫で最も重度な障害が観察された。一方で、
肺血管抵抗は VF 群が最も上昇していた。 
灌流後肺組織の高エネルギーリン酸含有量は Asphyxia 群、VF 群、Sham 群
の順で有意差を持って低く、Asphyxia 群では重度の肺組織障害が確認された。 
灌流後肺組織の RT-PCR では炎症性サイトカインのｍRNA 発現量には有意
差を認めなかったものの、サーファクタント蛋白のｍRNA 発現量はサーファク 
タント蛋白 C が Asphyxia 群で有意差を持って低値であった。 
灌流後肺組織の組織学的所見では、Asphyxia 群で肺胞壁の肥厚、浮腫、VF
群では肺血管周囲の浮腫が認められた。また、組織免疫染色による評価でも
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